
～ 令和7年1月8日

（対象者数） 14名 （回答者数） １４名

～ 令和6年12月25日

（対象者数） 13名 （回答者数） 13名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・次年度も職員研修の機会を確保し、専門知識や技術の向上

を目指す。

・全職員での打ち合わせやケース会議の時間を確保し、多職

種が協働し、多様な視点による専門的な支援の提供をしてい

く。

・訓練士も保育に加わり、リハビリテーションの視点を生か

し、遊びを通じた発達支援の充実を図る。

2

・お子さんを深く理解し、心を通わせて関わる。

・保護者の相談事に対し共感を持った対応を行い、家族支

援、相談支援の充実を図る。

・個別やグループでの懇談を通して保護者のニーズを汲み取

り支援に生かす。

3

・個々のお子さんの発達や保護者の意向に合わせて、併行利

用や移行に向け、きめ細やかな支援となるよう工夫し、イン

クルージョンの推進を図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・職員の育成については、今年度はちくたく訓練士の協力を

得て、専門知識や技術の習得に向けた研修・実習の機会を確

保した。今後もより良い支援技術や専門的助言をする技術を

高められるよう努めていく。

・個々の職員の専門性向上のため、研修会や勉強会への積極

的な参加を継続していく。

・保護者との対話を多くし、共通理解をもって支援が行える

よう、双方向コミニュケーションを強化し、丁寧な説明に努

める。

・多職種が協働し多様な視点による支援を提供している。

・併設する診療所の医師が園医を務め、医師からの指示のもと

リハビリテーション（理学療法・作業療法・言語聴覚療法）を

提供しており、リハビリテーションの視点を保育や日常生活の

時間に組み込んでいけるようにしている。

・看護師が在籍しており医療的ケアを必要とするお子さんに対

応できる。

・全職員での日々の打ち合わせやケース会議等を通して、お子

さん一人ひとりに寄り添った支援計画を作成し、職員それぞれ

の専門性や経験を生かし、充実したプログラムが展開されてい

る。

・専門知識を向上させる目的により、研修機会の確保をしてい

る。令和６年度は年間11回の職員研修を実施した。

・看護師が小児科診察に同行し、診察内容も含めて状況を確認

して職員間で共有し、お子さんの理解を深めている。

・訓練士（PT・OT・ST）が一緒に保育に入るようにし、リハ

ビリテーションの視点を保育に生かしている。

○事業所名 札幌市ひまわり整肢園

○保護者評価実施期間 令和6年12月16日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年12月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門職の技術向上や、支援内容の詳細を説明してほしいという

ニーズがある。

・職員育成の機会を確保しているが、勉強したことがすぐに目

に見える成果や期待に結びつくことばかりではなく、時間がか

かることが多いのも現状である。

・支援の目的や内容について、保護者との共通理解が十分では

ないことがある。

・お子さんと保護者が安心感をもって通所している。

・保護者に対して、発達支援に関する知識の習得や日常生活、

就学などについての相談援助を行っており、利用者からの満足

度が高い。

保育士、訓練士への相談の他にも、看護師や栄養士による相

談、児童指導員や相談支援専門員による進路や福祉的な相談、

心理士によるお子さんの心の発達に関する相談援助を行ってい

る。また、園長や児童発達支援管理責任者と個別やグループで

話す機会を定期的に設けている。

・インクルージョン推進の観点から、併行利用や移行に向けた

適切な支援を行っている。

・お子さんの発達、保護者の意向に応じて、地域の幼稚園・保

育園等への併行通園や移行に向けた支援を行っている。

・移行先への見学に同行（令和６年度は５件）する等、保護者

の要望に応じて介入している。他機関へ支援内容の情報提供を

行い相互理解を図っている。

・併行利用先等に職員が出向いての支援も行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


